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〈 カツ オ ブ シ 厶 シ科〉

繊 維 害 虫 に つ い て

中 村 茂 子

　日本の 研 究機関は，国公立お よ び私立を 問わず

繊維を扱 っ て い る所は あ っ て も繊維害虫を扱 っ て

い る所は 少な く，大学を 含め て も研究者は 極 め て

わずか しか い な い の が 現状で あ る 。 繊維害虫 の

防除 剤，燻 蒸剤，繊維 防虫 加 工 剤等 の 効 力検定や

実験材料 を持 っ て い る機関 もな い
。 著者は 繭，生

糸 ， 絹の害虫を研究 し て い る極め て わずか な者の

一
人な の で ，近年 ， 消費者相談所 ， 大学 ，企業お

よ び 同研究所 の 関係者か ら，ご く基本的な害虫の

生態や飼育法，試験方法 など の 相談 を受 け る こ と

が多 くな っ て い る 。そ の よ うな現状で ある の で ，

それに 答 え るため著者の 調 査を 中心 と し て 関係研

究者の 報告を交 え ，
こ こ に ま とめ て報告する 。 皆

様方 の ご参考に い さ さか で も貢 献す る こ とが で き

れば 著者 の 喜び こ れ に 過 ぐる もの はな い
。

1．　繊維害虫のあ らまし

　繊維害虫 は カ ツ オ ブ シ ム シ （鰹節虫） と イ ガ

（衣娥） で あ る。カ ツ オ ブ シ ム シ は 囎翅 目 カ ツ オ

ブ シ ム シ 科の 小形 の 甲虫，イ ガ は鱗翅 目 ヒ ロ ズ コ

ガ 科の 小 さな蛾で あ り、共 に 屋 内害虫 の グ ル ープ

で あ る。 カ ツ オ ブ シ ム シ は 日本で は 多 くの 種が知

られ て い るが ， よ く目に つ くの は 5 〜 6 種 で ，

「鰹 節虫」 とい う名の 通 り，乾燥動物質を 食害す

る 。 イ ガ は 日本で は 3種で ，目に つ くの は イガ 1

種で ある 。

　これら の 昆虫は，自然界で は動物の 死体清掃者

と し て の役割を果た して い るが，人間の 生活圏に

混 入 する と，屋 内害虫 の 烙印を押 され て しま う。

羊毛 ，生 糸な どの 繊 維 以外 に ，蚕 の 蛹 ，繭，水産

乾物 （干 魚）， 剥製や乾燥標 本 ， 動物 の 毛製品 な ど

を加害す る。防虫 の 対 策 は ，衣 類 な どの 清潔 な保

存や ，大小の 規模の 保存に 必要な防虫剤や 燻蒸剤

お よ び 半永久的な羊毛 の 防虫加 工 剤 の 使用 が 行わ

れ て い る 。

2．　 ヒ メ マ ル カ ツ オ プ シ ム シ

　　　　　　　　　　　　Anthrenus　verbasci

　　 ヒ メ カ ツ オ ブシ ム シ 　AttagenUS 　piceUS

　繊維 を 害する カ ツ オ ブ シ ム シ は ヒ メ マ ル
，

ヒ

メ ，シ ラ オ ビ （以下 カ ツ オ ブ シ ム シ を 省略） 等

で ，これ らはす べ て 日本中で 見られ るけれ ども，

代表格は ヒ メ マ ル で あ り，他種もほ ぼ 同 じ性格を

持つ 。

　 ヒ メ マ ル は ， 1 年 1 世代 で
， 幼虫越冬 し， 3〜

4 月頃蛹化， 5 月頃羽 化す る 。 成虫は よ く飛 び ，

訪花 し ， 餌が な くて も産卵す る 。 幼虫は暗い 屋内

で 羊毛 ，羽毛 な ど動物 質を 好ん で 食害する 。
ヒ メ

は ヒ メ マ ル よ りやや遅れ て 羽 化 し成虫 となる が ，

他 の 習性は 同様 で あ る 。

　 a ．生 棲場所
一

養蚕農家を モ デ ル と し て 一

　　　　　　　　　　　　　　　 （第 1， 2 表）

第 1表 農家の 建物周辺 の 花に訪花した ヒ メ v ル カ ツ オ

　　　 ブ シ ム シ 成虫の 採集個 体数 （神奈川 県　1973）

＼

鯛
農家　　調査月 日
番号　　　　　 一

相模原市新磯 厚 木 市 睦 合

・・241 … 5．8　 　 5．25

123456789 314

−

805652

1295329465332553825331441036

（1）＊＊

3636

（1）＊＊

18（3）＊＊

0

11820244

−

16481124316

平　　 均 12．696 ．329 ，3 77．1

＊ 4．24 ：曇，5．21 ：曇後 に わ か 雨 ，5．8，5．25 ：晴
＊＊ シ ラ オ ビ カ ツ オ ブシ ム シ

一 51 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The society of Urban Pest Management, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　soolety 　of 　Urban 　Pest 　Management 厂　Japan

第2 表 上蔟室内て 祐着 ト ラ ノ ブ に 付着しk ヒ メ マ ル ヵ

　　　 ノ オ フ ノ 成虫数 と被害繭との 関係

陸　　比 備　　考
農家

翫

成 虫

付着数 ♂ ♀

リ ナ ノ 初 ，晩
1　 本
　　 秋蚕繭
当 りの

面　積被害率
ヒ　　メ

イ1着数

前　年

繭被害

　　　 匹　　％ 　　 ％ 　　m2
1 　 　 12 　 100 　 　0 　 14

2 　 4100 　017

15　　　　 7　　　80　　　20　　 4　1

10　 　 15　　 64

12　 　 23　　 71
14　 　 28　 　 74

696322 334828

卜

卜

卜

匹
803

％

二
〇

002

009

中

中

中

063　

1 糶
靉
飜
鰹

378 70811944 　015 大

62742619002 　0 大

81831722 　 1 大

4338211850 一 2

515881239 一 0

61377129370074

9 0 一 一 410030

111260407400

1321693122 一 7

調 査 地　神奈川 県 厚木 市下 依 地

調査具月1司　　1977　5　12〜26

　従来，製糸工 場 の 繭の 虫害が 注 H されて い た

が ，近年，養 蚕農家 の 蚕室 に ある生繭 の 虫害が 問

題化 して ぎた 。そこ て 蚕室内に お ける ヒ メ マ ル の

生棲を確認す るため調 査を行 っ た 。 1）農家周 辺 の

花 に 集ま る成虫数，2）蚕室 内 の 天井，壁，蚕架に

営繭 し た繭 の 加害状態，幼虫数 ，3）屋 内で 産卵を

終 了 し た 成虫数 の 粘着 ト ラ ノ ブ に よ る捕獲数 の 調

査に よ り，屋 内に h い て 日に つ きに くい よ うな所

に 生棲する事実を確認 で きた 。 虫の 多少は ともか

くと し て ，未た凋査て きて い な い
一般家屋 に おけ

る カ ンオ フ ！ ム ／ の 生棲を 前述の 第 1 ， 2 表か ら

推測す る こ とか て きる 。

　 b ．成虫の 食性と走光 性 （第 1 図）

　 ヒ メ マ ル は 優れ た 飛翔力を もつ 。 摂食に よ っ

て ，成虫の ff命は 13 〜14 倍に の ひ ，産卵数 も

15 〜18 倍に 増す 。 幼虫は 動物質 も植物質 も食 へ

る し， 植物質 （小麦全粉粒） の み て も成育する

か ，成虫は 花粉，花蜜 しか 摂食しな い 。幼虫期と

成虫期て 食陸か 変化す るの で あ る 。

　本種に お い て 特筆すへ きこ とは ，成虫に お け る

写 真 2 訪 花 し て い る ヒ メ w ル ヵ ノ ブ オ ノ ム ノ の 成虫

写真 3　ヒ メ カ ノ オ フ ノ ム ノ の 幼虫

走光性の 転換て ある 。 幼虫は 暗 い 所 に 生棲 し，蛹

化 ，羽化 し，成虫 とな っ て産卵す るか 　羽 化直 後

の 成虫を 光に 向ける と，光をきらい 暗い 方向に 歩

い て 行 く。すなわ ち走光 陸か 負 で あ り，照度の 低

い 方向に 向か う。 産卵の 終了す る まて の 羽化 後10

日間 は 走光 性が負て ある か ，産卵か 終了する と走

光性は 正 に 転換 し ， 光に 向 っ て歩 く。 以上 述 べ た
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第1 図 ヒ メ マ ル ヵ ッ ォ ブ シ ム シ 成虫 の 走光性 の 転換 と

　　　 産卵

よ うに ヒ メ マ ル は 成虫に な っ て 産卵を終 る まで は

負 の 走光性を示すが ，産卵を終る と走 光性は 正 に

転 換 し て 屋 内か ら野 外へ と飛び たち ，デ イ ジ ー
や

除虫菊な どの 白 っ ぽ い 花に 集 っ て 摂食す る よ うに

な る 。

　 ヒ メ も優れた飛翔力を もつ
。 摂食する こ とに よ

り成虫の 寿 命はほぼ 1．3 倍に の び ，産卵数 も 2 〜

4 倍 に 増加す る 。 幼虫は 動物質 ， 植物質の い ずれ

を も食 べ る が ，ヒ メ マ ル とは 異 な っ て 植物 質 の み

で は 完全に 成育しな い 。幼虫 と成虫 とで は 食性が

変化する こ とと，成虫 に お け る走光 性の 転 換が お

きる こ と とは ヒ メ マ ル の 場合 と同様で ある 。

　 C ．幼虫の 食性

　 ヒ メ マ ル ，ヒ メ は ケ ラ チ ソ を消化 で きる の で ，

動物質加 工 品 とともに 繊維を も食害するが ， 栄養

的 に は ケ ラ チ ン の み で は 充分 に 成育で きな い 。 強

固な一 S − S 一結合で 結び つ けられて い る か らで

ある 。 消化 の 機構は ， 摂食後 ， 中腸内の 反応系や

還元物質 で 還元 され ，プ ロ テ ナ
ー

ゼ に よ り加水分

解 され る とい う。 また水分の 極め て 少ない 食物で

も充分 に 成育す る の も特徴で ある 。 だ しぢ や こ，

けず りぶ し，羊毛，絹な ど食物 とな るもの や環暁

に よ っ て，繊維害虫 とも， 食品害虫 ともなる屋内

害虫の グ ル ープ で あ る 。 カ ツ オ ブ シ ム シ を 食性に

基づ い て 分類す る と，1）動物質の み で 成育可能，

2）動 ，植物質の 両方で 成育可能．3）穀類 な ど，植

物質 の み で 成 育可能 の 3 グ ル
ー

プ となる 。
ヒ メ マ

ル は2）， ヒ メ は 3）に 属する 。
ス テ P 一ル 利用能力

か ら み る と，動，植物質両 ス テ ロ
ー

ル を利 用 で き

る の は ヒ メ マ ル ，動物性の み 利用 し，植物性は 利

用で きない の が ヒ メ とい われ て い る 。 現在で も，

ヒ メ V ル
，

ヒ メ は鳥の 巣に すみ つ き，動物質を食

って い る 。以上 は ，三 井の ヒ メ マ ル
，

ヒ メ
， イ ガ

等 の 食性の 変遷に っ い て の想像図 よ りの 報告で あ

る 。

3．　イ ガ Tinea　Pellionella

　　 コ イ ガ 　Tineola　 bisselliella

　繊維を 害する イ ガ は ，日本で は イ ガ ， コ イ ガ ，

ジ ュ ウ タ ン ガ の 3種 とい わ れ て い る 。 夜 ， 明 りに

イ ガ ， コ イ ガ の 成虫が飛 ん で い る とい うが ，著者

は確認 して い ない 。 日本で は 前述の 如 く，イガが

ほ とん どと思われ る 。 イ ガ ， コ イ ガ の 成虫の行動

に っ い て は ，余 り 研究 されて い ない よ うに 考え

る 。

　 イ ガ は 屋内害虫で あ り， お お まか な生態は 前述

の ヒ メ マ ル ， ヒ メ と同様で ，幼虫は 羊毛，羽毛な

どに 穴をあけ て ボ ロ ボ ロ にする。
つ ま り衣蛾 で あ

り，繊維を切 断 し加害する。成虫が飛 び廻 っ て い

る こ とは少な く，毛織物の折 り目や隙間に 潜 ん で

い る こ とが多 い
。 幼虫 も光を避 け ， わず か な隙間

に侵入す る 。

　ふ化後24時間程は イ ガ の 幼虫は 巣を つ くらず

に ，餌の 上を歩 く。 幼虫 の 口 か ら出す糸で ，か み

切 っ た 繊維を っ づ り合わせ ，筒状 の 矩形 の 長 い 巣

を つ くる 。 両端は 開い て お り，幼虫は 頭胸部を 外

へ つ き出 し摂 食す る 。 巣は 幼 虫 の 成 青 に 伴 っ て 大

ぎ くな る。繊維 の 色 に よ り，縞 模様 の 巣が 出来上

る 。 1年 2 世代で ， 幼虫越冬する 。 5 月上旬に 羽

写真 4　イ ガ の 幼虫
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第 3 表 　ヒ メ カ ッ オ ブ シ ム シ 幼虫 の 各齢 期 ご と の 食 害量 （供 試 布 モ ス リ ン ）

食　害　量　 皿g／10匹 食害量 対 1 皿9体
齢　　 期

実 験 開 始

月　 　 　 日

実験開始時

体　　　重
皿9／10匹

，
第　 1　週　目　 4　　週　　間 卸 週 目 1・ 週 間

実験終了後

体　　　重
皿9／10匹

1

H

皿

V

VI

IX

6．12

〃 　 22

〃 　 30

7，　 8

〃 　 22

8．　 1

1！　 12

9．　 1

tl　 29

　 0．308　　　 0．398±　0．105
　 　 　 　 　 ＊

m 　 10 ％

　 　　 　　 ec 　96％

　 0，42　　　　0．98　：ヒ　0．12
　 　　 　　 　 1n 　 8％
　 　　 　　 　ec 　94％
　 1，95　　　　4。18　± 　0．34
　 　 　 　 　 　 m 　 2％
　 　 　 　 　 ec 　 25％

　 4，08　　　　10．55　± 　1．34
　 　 　 　 　 　 m 　　O％

　 　 　 　 　 ec 　 10％

16．35　　　25．92　± 　4，01
　 　 　 　 　 　 m 　 O％

　 　　 　　 　e ご　30％

25．11　　　 37．70　±　1．98
　 　 　 　 　 　 m 　 O％
　 　 　 　 　 　 ec 　 21％

53．74　　　40，27　± 　5，83
　 　 　 　 　 　 rn　 O％

　 　 　 　 　 　 ec 　 5％

86．58　　　40．67　± 　5．76
　 　 　 　 　 　 1n 　 O％

　 　 　 　 　 　 ec 　 16％

149．47＊＊　　　9．93　± 　4．47
　 　 　 　 　 　 1n 　 O％

　 　 　 　 　 　 ec 　 14％

　 1．178 ：辷　0．061
　 　 m 　82％
　 　ec 　130 ％

　 2．26　：ヒ　0．29
　 　 m 　70％
　 　ec 工20％

　 8．93　±　1．04
　 　 1n 　28％
　 　 ec 　 40％

22．08　±　2．49
　 　 1n 　 11％

　 　 ec 　24％

45，33　：ヒ　2，77
　 　 1n　 3％
　 　 ec 　40 ％

「 71．79　：ヒ　7．03
：　 m 　 1％
l　 ec 　 30％

76．06　：E　7，55
　 　 m 　 O％

　 　 ec 　 10 ％

75．67　± 16．04
　 　 m 　 2％

　 　 ec 　 32％

23．40　± 10．29
　 　 rn 　 O％

　 　 ec 　 25％

1，29

2．33

2．14

2，58

1，58

1．50

0．74

0．47

0．06

3．82

5．38

4．57．

5，4工

2 ．77

2．85

1．41

O，87

O，15

0．566

1．242

1．45

4，55

15．83

27 ．60

53．08

85．42

140，30

　＊ m ＝：：死亡 率，ec ＝脱皮率，＊ ＊
脱皮殻

化 し成虫 と な り，産卵す る 。 第 2 世代 は 7 月 上 旬

羽化 する 。 成虫 は 6 〜 8 皿皿 で ， 翅を 閉 じて 休む

と，絹状の 光沢の ある ネ ズ ミ色で ， 3 つ の斑点が

ある 。

　 コ イ ガ は ふ 化す る と ， 繊 維を か み切 り，糸を 吐

きながら くもの巣状の ト ン ネル を作 りっ っ 巣を作

る。成育す る に 従 い ，ト ン ネ ル は 拡大する 。 糞や
’

繊維を 堅 く集め て ，か た い 繭を つ く りそ の 中で 蛹

化す る 。 羽化後，繭か ら蛹 の脱皮穀が 半分出る の

が特徴で ある 。 成虫は 6〜 8   の 金属的な光沢 の

あ る黄金色の 翅をもち斑点は ない 。 イ ガ よ り明る

い 黄色なの で 区別 しやす い 。 1 年 3 世代で ， 3 回

成虫が現れ，最終世代で 越冬す る 。

　 a ．幼虫の 食性

　イ ガ は動物食品 の み で しか 成育で きな い
。

コ イ

ガ は 動，植物質の 両方で 成育する 。
こ の 相違は ，

前述 の ヒ メ マ ル ， ヒ メ の よ うに ，動，植物性 ス テ

ロ
ール 利用能力の 差に よる とい われ て い る。

写真 5　ヒ メ カ ッ オ ブ シ ム シ 幼虫 の 各齢期 ご との 食害

4．　 各種繊維の 食害

　 a ． ヒ メ マ ル ，ヒ メ 幼 虫 の 成長に伴 う羊毛製品

　　　食害量の 変化 （第 2 図，第 3 表）

　 ヒ メ マ ル お よ び ヒ メ の 両種をイ
ー

ス トで 飼育 し

た 場合，体重 の 増加は 両種 とも1 齢中は ほ ぼ 同 じ

で あるが ， ヒ メ マ ル は 7 月末 ごろ よ り増加が 止 ま

り， ヒ メ は 9 月 ご ろ まで 増加する 。
モ ス リン の 食
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第 2 図　羊毛製品食害量の 幼虫成長 に 伴う変化 （6 月〜9 月）

害は ヒ メ マ ル で は 成長 とと もに 増加 し， 5 齢 ぐら

い で 最高 となる けれ どもす ぐ減少する 。 最 高と最

低 の 比 は 30 ： 1 で あ る 。 ヒ メ は 8 月 ご ろ 一定 の 水

準 に 達 し，中秋 に な り減少する 。 最高と最低 の 比

は ほぼ 100 ：1で ある。単体体重当 りの 食害量 は ，

両種 とも 1 週間 で 幼虫中期ま で 2皿9／mg 体重前後，

終齢に 近づ き 1　mg 以下 とな る 。

　 b ．温湿度 の 食害量へ の 影響

　環境条件 と して の 湿度は ，食害量に 大きな影響

を もっ て い る の に 対 し，温度は 低温を除ぎさほ ど

の 影響を示 さな い 。 ヒ メ で は 15〜30℃ で は 17〜26

皿9，10℃ で 2 皿9となる 。 15〜 30℃ ，湿度75％ RH

よ り低 い 時 は ，25〜30皿9とな り， 100 ％ RH で は

7 皿9とな る （1週 間 10匹 の 食害量 ）。 イ ガ ，コ イ ガ

もほ ぼ同様 で ある。

　 C ．羊毛加工製品における食害量の違い

　半毛製品 に は ト ッ プ，糸，フ ラ ン ネ ル ，サ
ー

ジ

等がある 。 ト ッ プ は 原毛を 漂白 し た 綿状の もの

で ， すべ て の製品の もとで あるが ， 大変柔らか く

て 虫 の 食 害する 量 も多い 。 糸か ら布へ と工 程が進

む に つ れ 食害量 が増す。しか し，長期間 の 食害で

は ほ とん ど 差 が な くなる。　ヒ メ ， ヒ メ マ ル ， イ

ガ ，
コ イ ガ と も同様で ある 。

第 4 表 ヒ メ ヵ ッ ォ ブ シ ム シ 幼虫 の 繭 ・生 糸 ・絹織物へ

　 　 　 の 食害

種 類 処 理
食害量 （田9／ 10匹 ）

1 週 間 　　　4 週 間

乾

繭

（ケ バ ）

生

繭 無処理

　 水 （熱）

綿 無処理

　 水 （熱）

糸 無処理

水 （熱 ）

絹　 布 ハ ブ タ エ （厚 ）

繭

（ケ バ ）

ハ ブ タ エ （薄）

綿 水 （冷）

　 エ タ ノ
ー

ノレ （熱）

　 工
一

テ ル （冷）

紺秘響
後

・7・76 … 57

7．46 ：ヒ　2．72　17．46± 　2．93
2。72 ±　0．62　　4．78 ヨ：　1．32
18．22土 　4，46　73．12± 　9．46

2．00± 　0，43　　5．13± 　1，ユ3

10，09 ±　2．67　31．50 ±　8．33

　 0．64
　 　 　 　 　 　 1．97 ：辷　0．45
（0．11− 1．22）
　 0，34
　 　 　 　 　 　 1．17± 　0．31
（0．11− 0．82）

　 0，05
（0，04 − 0，11）

15．80 土 　2．51

20，39 ：ヒ　4，39

17．79 ：辷　2．37

　 d ．絹 ， 合成繊維の食害 （第 4 ， 5 表）

　羊毛 以外の 繊維 の 絹，半合成繊維，化学繊 維 の

食害量は それぞれ異な る。繭を 中心 に 述べ る と，

ケ バ （繭の 外側 に あ る 綿状の 繊維） は 大変多い

が ，
こ れ を熱で 精練する と食害量は 下が る

， 熱処
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第 5 表 ヒ メ ヵ ッ ォ ブ シ ム シ 幼虫 の 混 紡布（化繊 と羊 毛 ）

　　　 へ の 食害

繊 維　の 　種　類

ナ イ ロ ン

ダ ク P ン

オ
ー

卩 ソ

ア ク リラ ン

ヴ ォ ソ ネ ル

カ シ ミ 卩 ン

エ
ッ ク ス ラ ソ

テ ビ n ン

ア セ テ
ー

ト，ヴ ィ ス コ
ー

ス

ゥ
ー

／レ100％

　食　　　害　　　量：

mg ／10匹，30℃ ，1 週間

5．74± 　0．95

6，96土 　0．52

13，12± 1．63

22，74±：　3，05

37．84 ±　9．20

32，30 ±　5．26

4．04± 　1．66

13 ，96± 　2．94

21．12± 　6．55

40，56± 　4．98

写真 6　 ヒ メ カ ッ オ ブ シ ム シ に よ る 絹の 食害

写 真 7　ヒ メ カ ッ オ ブ シ ム シ に よ る ア セ テ ート の 食害

ベ ン ベ ル グ も同様で ある 。 化学繊維 と羊毛 の 混合

撚糸で は 毛 の み を 食べ る。混 訪 糸に よ る 織物で

は ，ナ イ ロ ソ ，ポ リ エ ス テ ル で 少な く，他 の 繊維

で は 羊毛織物 と全 く同様に 食害され る
。 以上 の 傾

向は ヒ メ ，ヒ メ マ ル ，イ ガ ， コ イ ガ とも同様で あ

る。

　前述の如 く，羊毛以外 の 繊維の 生糸，ア セ テ
ー

トは ，羊毛 の Y2〜Y3の食害を示 し，絹，化学繊維

の 布地 も穴をあける 。 各種の 繊維 と羊毛を並 べ れ

ば ，羊毛を よ く食害する と思われ るが ，合成繊維

は 食害 しな い と決 め て か か る の は 危険で ある 。ま

た 、 羊毛は もち ろ ん で あるが ，薄 い 布の 絹や 化学

繊維 とは い え，わずか な食害で も商品価値を 下げ

る の で 無視は 出来な い ．）

　 e ．繊 維へ の 加害様式 （第 6
， 7 表）

　羊毛，化学繊維に っ い て の 加 害様式の 報告がな

い の で ，繭，生 糸を 中心 に述 べ る 。

　 ヒ メ マ ル ， ヒ メ 幼 虫 の それ ぞ れ に 3 実験 区を設

け ，蓋 っ きガ ラ ス 容 器に 繭 と共に 入れ、7 月に 4

週間 食害実験 （平均 気温30．7
［
C ）を し た 。 肉眼に

よる食害判別で は ， ヒ メ マ ル で は穴 あぎ繭が み ら

れ，ヒ メ は 対照繭 と全 く同様で 被害の 判別は 困難

で あ っ た。供 試繭は ，r納検定法に 準 じ て 繰糸試験

を行 っ た 。 繰糸結果は ，重点項 目 とも対照 に 比較

し成績が悪か っ た u 糸の ほ ぐれ 具合 と，繰糸能率

を左右する解 じよ率，繭か らとれ る 生糸量 の 多少

を示す生糸量歩合も成績が 落ち て い る。特に ヒ メ

で は 、繰糸時間 が 対照 に 比 べ 、長 く時間が か か っ

て お り， くず物量 を示す緒糸指 数が極 め て 高 く，

ヒ メ マ ル は
， 繰糸中，繭が 揚 っ て くれ な くな る揚

が り繭が多 く，虫害 の ひ どさが よ くわ か る 。

第 6 表 ヒ メ お よ び ヒ メ マ ル カ ツ オ ブ シ ム シ に よ る被害

　　　 繭粒数 と排泄物重量
丶一

丶 　　　　　　　　項 目
　 　 ＼ 丶
　 　 　 ＼ 、
試 験 区 　　　＼

＼ 一
（文寸650粒虫数）　　　　　

丶一＿

被 害繭粒数　　 排 汢 物

　 　 　 　

穴あぎ繭 きず繭　重　量

理 に よ る溶 出物を ケ バ に復元する と ，食害量 は 元

に もどる 。 食害量 の 増減は溶 出物に 含まれ る セ リ

シ ン に よ る と思わ れ る 。 繭 ， 生 糸 ， 絹織物 も食害

する 。

　植物 の 再生 蛋白繊維 も比較的食害量は 多い 。 半

合成繊維で ある材木か ら作 られ る ，
ア セ テ

ー L

　 　　 　　 　　 7匹 区
ヒ　　　　　　　 メ
　 　　 　　 　　 23匹区：
カ ツ オ ブ シ ム シ

　 　　 　　 　　 65匹区

001 0　　 99．5皿9

2　 148．5

1　　472．5
一

7匹区 0 010 ．0
ヒ 　　メ　　マ 　　ル

カ ツ オ ブ シ ム シ
23匹 区、 3 023 ．5

65匹 区 5 049 ．7
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ig　7 表　ヒ メ ーお よ び ヒ メ マ ル ヵ ツ オ ブ シ ム シ 幼虫 に よ る被害繭 の 繰糸結果 （繰糸項 目
一

部省略 ）

、、、．、．
　

＼
＼

＼ 　　　　 項 目

　 　 　 　 　
1．．1．．一．、．．「

試験 区　　　　　　
．丶．一．．一〜＿　　　　　　　　　　　 〜一

生糸量歩合 解 じ ょ 率 緒 糸指 数 揚　繭 量 1 繰 糸 時 間

1鞴 時 間 回 転 時 間

ヒ　 　　 　 　 　 　 メ

カ ツ オ ブ シ ム シ

ヒ　 　メ　 　マ 　　ル

カ ツ オ ブ シ ム シ

7 匹 区

23 匹 　区

65 匹 　区

41．37％

39．4637

．62

58％

5357

183221300 0　 　90
．750

．ユ0

7 匹　区

23 匹 区

65 匹 区

42，5Q42
．4238

．79

qD

工

8

665 169，

148193

2，003

，1010

，20

1来 照 44．80 66 100 0

14分

1629434

76分

7264060

878

t 2 80

第 8 表 生糸 を 食害す る 誓虫の 種類 とそ の 加害様相 （中元 ，1970）

加害す る態 加 害 程 度 加害糸の 切断面形状

幼 馴成 虫 幼 酬 成 虫 幼

　　　　　　 ※ ヒ メ カ ツ オ ブ シ ム シ 　 O
　 　　 　　 　 ※ ヒ メ マ ル カ ツ オ ブ シ ム シ 　 ○

　 　　 　　 　 ※ ア カ マ ダ ラ カ ツ オ ブ シ ム シ 　 　○

カ ツ オ フ シ ム シ 　 ヒ メ ア カ カ ツ オ ブ シ ム シ 　　○

　 （8 種）　 　※ ト ビ カ ツ オ ブ シ ム シ 　 ○

　　　　　　 ※ ア カ オ ビ カ ツ オ ブ シ ム シ 　 ○

　　　　　　 ※ハ ラ ジ 卩 カ ツ オ ブ シ ム シ 　　O
　 　 　 　 　 　 　 ケ ア カ カ ッ オ ブ シ ム シ 　 ー

少

少

少

少

多

多

　

　

中

少

中

中

中

最

最

×

×

×

×

○

○

00

虫 　成 虫

皿

皿

皿

皿

O
　
　，
　
　●
　
　9

a

　
a

　

a

　
a

一

一

一

一

矼

H

矼

H

−
Dbbb一

一

一

一

皿

皿

皿

I
　

I
　

I
　

I

，

　

　・
　
　・
　
　，
　
　
O

　

　●
　
　
●

a

　
a

　
a

　

a

　

a

　

a

　

a

　

一

［

　

　

　

一

IIIIH

矼

H

一

ヒ　卩 　ズ　コ 　ガ
※ イ　　　 ガ

※ コ 　 イ　 ガ

○

○

×

x

多

多

1 ＿b ・1 −・a

I− b ・1 − a

L2

翫

注 ※ 印は 生糸繭 の 倉庫，保管庫や副蚕糸処理易所 で よ くみ られ る害虫

○印は 生糸 を 食害す る もの ，x 印は 食害 し ない もの ，一
印は 未調査 の もの

加 害糸の 切 断面形状 （1 − a ・b ，U − a ・b ，皿 ）は
一
ド記 の と お り

1　 鋸 函 状 II　さ さ くれ分 離状 m 　無 歯痕状

lnZb ＝ 7 く ミ
1 − a 1− b

ぐ

II− a II− b

4． 鱗翅 目の 害虫 は 自ら吐 糸 した繊維を 切 断面に か ら ませ る こ とが 多い 。

　加害 の 特徴は ， ヒ メ マ ル で は 繭の 表面の あ る部

分に 集中 し た深 い 害で あ り， ヒ メ で は 表 而の あら

ゆ る部分に 分散 し た 害 で ある 。 特 に 注 目すべ きは

ヒ メ の 被害 で ，上 繭 とみ か けが 全 く同じ で あ っ て

も，繰糸を し て み る と，その加害 の 程 度が大変大

きい こ とで ある 。 製糸工場 で ，外見は 上繭で あ っ

た ものが，繰糸途 中に 原因不 明 に よる揚が り繭 と

な り問題 に な っ て い た が ，ヒ メ の 加害 も含まれて

い る と考える。

　上記の ヒ メ ， ヒ メ マ ル の 加害 の 特徴 は ，電 子顕

微鏡写真に お い て も， は っ ぎ りと見る こ とが で ぎ

る。

　 f．繊維 の 食害切断状態 （第 8 表）

　羊毛 ， 合成繊維に つ い て は 調査が な い の で 生糸

に っ い て 中元 の 調査を 述べ る。

　生糸検査をす る と，害虫は 見当 らな い が ，生 糸

が 切断され て い る こ とが ある 。 昆虫に よ る 切 断

か ，物理的なもの か を判定するため ， 倉庫害虫28
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種 に つ い て 実験を行 っ て い る 。

　虫 くい 糸を 判定を するた め ， 昆虫の 口 器 （大

腮） と虫 くい 糸の 切 断面の 形状 との 関係を顕微鏡

で観察す る と次の 如 く大別す る こ とが 出来 る 。 す

なわ ち鋸歯状 ， ささ くれ分離状，無歯痕状 の 3種

で あ り，昆虫 の 大腮 と虫 くい 糸の 切断面の 形状 と

の 間に は 密接 な関係が ある こ とがわか り，切断面

形状か ら加害虫を知る こ とが可能 と い われ る 。

　 ヒ メ ， ヒ メ マ ル の 口器 は 左右相称型で ある 。三

角形 で
， 根元の ほ う半分は 褐色で 柔 らか い が ，先

半分は 黒褐色 で 硬 い 。イ ガ ， コ イ ガ は ほ ぼ四 角形

の 口 器 で 褐色 で あ り， 先だ けが黒羯色で 硬い 。 先

端 に は 4 個 の 切れ込み が あ り，ま た 5 個 の 歯が あ

っ て 先 よ り3個は 同 じで 鋭 く，残 り 2 個 は やや 小

さい 。

　以上 4 種 の 切 断面は 鋸 の 歯 の よ うで ，ナ イ フ ，

ハ サ ミ，ガ ラ ス な ど で切 っ た もの と区別が可能 で

あ る とい う。

5．　 防虫につ い て

　防虫剤は大 きく2 っ に 分け られ る。繊維そ の も

の に 加工する無色の 染料 とい わ れる，防虫加 工剤

（現在は 2 種類 ） と
tt

繊維 の 保存の 時に 使用す る

パ ラ ジ ク ロ
ー

ル ベ ン ゼ ン ，ナ フ タ リ ソ ，樟脳など

で ある 。 他に 倉庫など大規模保存に は ，燻蒸剤 と

し て ，DDVP を ふ くむ燻煙 剤 ，
メ チ ール ブ ロ マ

イ ド， ク ロ
ー

ル ピ ク リ ソ ，燐化水 素ガ ス を発生す

る錠 剤な どがあ る 。 特 に 倉庫で 使用 する メ チ プ

ロ ，ク ロ
ー

ル ピ ク リ ン ，燐化水 素ガ ス を 含む もの

は 使用上注意を要する の で ，専門業者に よ っ て 行

われ て い る 。 近年，保存容器 の 中で
， 酸素欠乏状

態を作 り出す，脱酸素剤 も普及 し つ つ ある 。 ま た

フ エ ロ モ ン の 研究 も進ん で い る 。

　防虫剤を使用する の み で な く，昆虫 の 栄養源で

ある食品，干魚，昆虫の 死体そ の 他 の 餌に なる も

の を保存場所か ら除去する の が大切な こ とで ， こ

の た め それ らを除去 し て 清潔 に す る こ との啓蒙を

行 っ て い る 。

6．　 繊維害虫 の 将来につ い て

　人類が衣服を身に っ け，住居を溝える よ うに な

っ て
， 初め て屋 内害虫が登場する 。 野生 で あ っ た

第 9 表 コ シ ァ ヵ ツ バ メ の 巣中 の 昆 虫

　　　　　　　 （桐谷 ・1959，0 印は 中村）

t W

もの が ，人間の 住居に 食物を見 出して ，気候条件

が屋 外よ りよい 生活場所 として 住居に すみ，人類

の 共存老とな っ た と思われ る 。 近代で もコ シ ア カ

ッ バ メ の 巣 （第 9 表）に は ，ヒ メ マ ル ，ヒ メ ，イ

ガ な どが 生存 し た り，ハ チ の 巣 の 中や ，
カ マ キ リ

の 巣の 中に 生存 し て い る カ ツ オ ブ シ ム シ が い る 。

以上 の如 く野生 して い た もの が 人類の 生活の 中

で ，動物食品 の 貯蔵や ，毛 皮，羊毛，羽毛な ど を

衣服 として 使用す る よ うに な り，野外と屋 内との

昆虫相が 鳥類な どを 仲立ち と し て 交流 し屋内害虫

化 した もの と考 え る。防虫剤の使用や ，衛生思想

の 発達，設備改善な どに よ り，人間 の まお りか ら

繊維害虫が 姿を消 しつ つ ある 。 しか し，動物性蛋

白で ある，けず りぶ し，だ し じや こ などで も育つ

食性を もち ，水分を あま り必 要 とせ ず ， 絶食 に 強

い 特性に よ り新 しい 環境へ の 適 応が 可能 と考え

る 。
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参考資料 重要生糸 。繭害虫 （3 種）の 形態
・生態の 比較 （中元

・1970）

波 1 ヒ メ カ ツ オ ブ シ ム シ 1 ヒ メ ・ ル カ ツ ・
一
　7
’
　・y ・ シ ト ビ カ ツ オ フ シ ム シ

成 虫 の 形 ・色 ・長

卵 の 形 ・色 ・長

幼 虫 （老熟） の 形 ・
色 ・長

蛹　の 　形 ・色 ・長

紡錘形，黒色

楕円形，乳白色

円筒状，赤褐色

紡錘形 ，淡黄色

4，5〜5，5皿皿

　 約0．7 

約9皿

5〜6皿m

短楕円形，灰黄色2．3〜3．4皿 　長楕円形，黒色

楕 円形，乳 白 色 　　約 0．6皿 　長楕 円形，乳白色

繊 い ダル 骸 灰
鷦  

紡彫 黒馳

鈍紡錘私 淡艶 3〜3・5  1紡錘骸 淡 黄 色

約8mm

約2皿皿

約15皿 m8

〜9皿皿

発　生　世 　代 　数

工 世 代 の 期 間

1 雌 の 産 卵 数

産 　 卵 　 期 　 　間

成虫 の 寿 命 （期 間 ）

卵　 の 　 期　 間

幼　虫　の 　期　間

蛹　 の 　 期　 間

幼 虫 の 脱 皮 回 数

越 　 冬　 状　 態

成 虫 の 飛 翔 性

幼 虫 の 明 暗 習 性

成 虫 の 産 卵 習 性

棲 息 ・潜 伏 場 所

　 　 1　 　 回

　　 約 1 ケ 年

　 　 40 〜 90

　 　 5 〜 10日

　 　 20〜36 口

　 　 7 〜14 目

　　 約 330 日

　　 7 〜15日

　　 7 〜9 回

　　 幼　　虫

　　 飛翔可能

　 暗所を好む

ヒ メ V ル と大体同 じ

屋内 ：生糸，繭倉庫 の 床板，
　　　壁際，柱等 の 隙 間 （ゴ

　 　 　 ミ の 中 に ）

野外 ：鳥類 の 巣 の 中に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 pm

1　　 回

約 1 ケ年

20 〜／00

約 10 日

30〜50 日

約 25 口

約 310 日

20 〜30 日

6 〜8 回

幼　　虫

飛 翔 可 能

暗所 を 好む

最初暗所 を好 み t 産卵す るが
産卵の 後期 に な る と明所 を 好

む よ うに な り野外へ 出 る 。

ヒ メ と1司じ

　　 2　　 回

第 1 回 目40〜75日

第 2 回 目 8 〜10 ヶ 月

50〜400　（平均 250）

　　 2〜4 ケ 月

　　 約 1 ケ 年

　 　 3 〜 7H

　 　 1 〜2 ケ 月

　 　 7 〜8 日

　 　 5 〜7 回

成虫時に 蛹，幼虫

　 　 飛 翔 可 能

　　暗所 を 好む

終始暗所を 好 み産卵 を 行 う。

屋内 ： ヒ メ と大体同 じ特に 蛹

　　　を とりあつ か う所
野外 ：動物 の 死体

幼　虫　 の 　食　性

動物性食物 （乾魚，乾燥蛹）
の み を摂食す るが ，時に は 植

物性食物も食 べ る。しか し植

物性 で は 成育で きな い 。
羊毛，毛皮，羽毛，生糸 ， 繭
等 は栄養的に 不充分で あ る が
多 く食害す る。

動物性食物（乾 魚 ，乾 燥蛹等）
の み を 摂食す る が，時 に は 植

物性食物 も食べ る 。 そ して 植

物性 で 成育で き る （こ の 点 ヒ

メ と異 な る ）

羊毛，毛皮，羽 毛 ， 生糸，繭

等 は 栄養的に 不充分で あ るが

多 く食害す る。

動物 性 食 物 （乾魚 ，乾 燥蛹等）
の み を 摂食す る 。

植物質食物 は 食べ な い 。

成　虫　の 　食　性
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粉 を 好 む，白い 花に 集 ま る）

植物性食物 （特に花の 蜜 や 花

粉 を 好む ，白 い 花 に 集 ま る）
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幼 虫 の ス テ ロ
ー

ル 動物性 ス テ ロ
ー

ル 利用可能 動物性 ス テ 卩
一

ル 利用可能 動物性 ス テ 卩
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一
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一
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